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1. 講義について まず、当てられた場合に答

えられないのは、本当に知
らない場合もあるけれど、
ドギマギしてしまって答え
られない、というのがほと
んどだと思っています。こ
れまでの経験から。

次に、この講義は物理学そのものを教える講義ではないので、物理学と漢文との関係があるかど
うかは、講義内容とは直接関係していません。実際、この講義のタイトルは「私たちと物理学」
という副題がついています。そこをまず確認しましょう。今回お話しした話題については、第13
講で改めてお話しする予定です。

2. 受胎告知・ダビンチ 日比谷でダビンチ展をやっていますね。
(モナリザ中心のようです。)学生1,300円
だそうです。

古典的名作は、既に行われてい
る様々な解釈を知っていると、
より理解が深まるので、楽しい
半面、調べるのは容易ではあり
ません。善し悪しです。

しかし、多くの学生が絵画や芸
術にも興味を持っていることに
感心します。自分の世界が広が
ると思うので、これからも興味
を持ち続けてください。

天才にもいくつかのパター
ンがあります。ニュートン
は理解できない天才です。
個人的には、ダビンチの考
え方には ABC が徹底してい
るように思います。

3. 空の色・海の色
私は気象予報士(登録
番号１６番)です。話
しませんでしたっけ?

太陽の光のうち、青い光は散乱されやすく、それが
青空になります。夕方になると通過する大気の量が

多すぎて青い光がすっかり無くなってしまい、赤い光が散乱するようになります。それが夕焼け
です。皆既月食の月が赤いのも同様の理由です。

普通に撮れます。しかし、望遠でないと小さいです。

水も基本的に光を散乱して青くな
ります。海によって違うのは、

海中の微生物などの種類や量に依ります。（私の理解では。）

今回の講義は、確かにそうですね。
話の段階が多すぎました。

「熱はエネルギー」「高温から低温へのみ熱は流れる」「エントロピー増大」だけど、「生命や
地球には構造がある」…… 来年度から考えます。



4. エントロピー

イメージとして、ここに書いても
らったものは正しいと思います。
そんなイメージをしてもらえれば
と思います。

拡散も典型的です。エントロピー
が増大するような現象です。

物理法則を単なる数式では
なく、こうして想像をめぐ
らすための題材としても見
てほしいです。

熱も物質も出入りが無いようにして
しまうとそうなります。人間も熱の
出入りが無いような部屋に閉じ込め
られると、湿度100％で室温は体温
と同じになり、(熱中症で)死んでし
まいます。

5. 空気の温度と気圧 私自身も気づかなかった
ことを残念に思った記憶
があります。自分の知識
を総動員して考える習慣
をつけたいものです。
その通り！関係ありま
す！詳しくは気象学で
勉強して下さい。

6. フラクタル日よけ・ブラウン運動
これは誤解があります。植物の温度
が上がらないのは葉から水を蒸発さ
せるからだと考えられてきました。
ところが最近になって、形が重要だ
とわかってきたのです。

自然界のフラクタルは発見され
て30年近く経ちます。しかし、
その役割は、まだ未解明である
ものもあります。

恐らく、数十年すると、都
会の風景が変わると思いま
す。フラクタル構造で覆わ
れたビルが増えていること
でしょう。すぐには変わら
ないけど。

きちんと定義するのは難しいです。拡大しても同じような
構造が現れるもの、と、とりあえず考えてください。

ブラウン運動の正しいイ
メージです。

地上で雨でも、上空では多くの場合、雪です。
これは誤解です。気圧を変
えているのはパイプの中を
通る気体だけです。換気は
人間が息をするからです。


